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決議事項 一
01 / 06

物価・賃金上昇及び人口減少時代に即応できる
新たな診療報酬体系の確立を求める

❶ 物価・賃金上昇 ― 医療機関 経営の悪化

保険診療は公定価格→物価・賃金上昇分を 速やかに価格に転嫁できない。

論点 1

・令和6年度の医療法人診療所の経営は前年度から大幅に悪化。
・医業利益率は6.7％から3.2％、経常利益率は8.2％から4.2％に悪化。
・医業利益の赤字割合は31.3％から45.2％、経常利益の赤字割合は
24.6％から39.2％へ増加。
・対前年度比で全体の医業収益は2.3％減少、医業費用は1.4％増加。
・病院（特に公立）や個人立診療所でも医業利益率、経常利益率ともに
前年度より悪化。医業費用についても前年度より増加。

出典：日本医師会 令和７年診療所の緊急経営調査結果
日本医師会 令和７年 病院の緊急経営調査結果

医療法人診療所 医業利益率、経常利益率（令和５年度 →６年度） 医療法人診療所 医業収益、医業費用の増減率（令和５年度 →６年度）



02 / 06❷ 人口減少 ― 医療従事者の確保難

論点 2

総就業者が減る中で、医療・福祉だけは人材需要が増える →医療従事者の確保難。

求めるもの

即応性のある新たな評価体系の確立。

出典： 厚生労働省 第1回 2040 年に向けた看護職員の養成・確保の在り方に関する検討会資料（ 2026 年4月10日）出典： 厚生労働省 第1回 医療関係職種の安定的な養成・確保に関する検討会資料 （ 2026 年5月7日）



決議事項 二 03 / 06

控除対象外消費税問題の抜本的解決を求める

❶ 非課税の構造 ― 仕入税額控除ができない

出典：中医協 第21回医療機関等における消費税負担に関する分科会資料（ 2021 年8月4日）より 日本医師会にて 作成

❷ 診療報酬による補てんの仕組み

出典：中央社会保険医療協議会 総会（第 631 回）資料 （ 2025 年11月28日）

論点 1

保険診療は非課税。

論点 2

仕入消費税の控除不可。

求めるもの

次期診療報酬改定と同時に
構造的不合理の抜本的解決を



決議事項 三 04 / 06

国民の生命と健康を最優先に据えた医薬品供給政策への転換を求める

❶ 供給不安の事象の変遷

出典：日本医師会 定例記者会見「医療用医薬品不足の現状と問題点」（ 2023 年10月6日）

❷ 国の説明 ― 医療は最優先 ？

経 済 産 業 省 ナ フ サ 供 給 対 策

2 0 2 6 ／ 4 ／ 1 7

石油製品「ナフサ」の供給対策について、

「医療分野向けに優先配分（トリアージ）する予定はない」

▼ 釈 明

2 0 2 6 ／ 4 ／ 2 8

「医療最優先の原則は一貫」

「必要な場合はためらわず優先供給」

出典：日刊薬業 2026 年4月17日／4月28日 報道

論点 1

過度な薬価引下げや、経済合理性を
優先した製造・流通体制

論点 2

地政学的リスク

求めるもの

国民の生命と健康を最優先に。
供給政策の転換を。



決議事項 四 05 / 06

医療ＤＸ及び各種報告制度の導入にあた り 、
十分な準備期間と財政的・人的支援の確保を求める

❶ 現場の実態 ― 紙カルテ診療所の電子化対応

出典：日本医師会「紙カルテ利用の診療所の電子化対応可能性に関する調査」（ 2025 年8月6日、 n=5,466 ）

❷ 求める方向性 ― 国民と医療機関のために

具 体 的 な 実 感

医療ＤＸのメリットを 国民 及び 医療機関が

具体的に 実感できる事例 の紹介。

近 未 来 へ の 期 待

近未来の医療ＤＸ社会に期待される

社会福祉 と 医療展開 を示すこと。

医療ＤＸを「現場を疲弊させる仕組み」から「現場と国民を支える仕組み」へ

論点 1

現場の負担増 不便 不信 不安

論点 2

今後のシステム改修の費用負担は？

求めるもの

準備期間（メリットの周知含む）と
財政的・人的支援を



まとめ ／ SUMMARY 06 / 06

地域医療を守る 四つの提言

一 新たな診療報酬体系

物価・賃金上昇に即応できる体系へ。

二 控除対象外消費税

構造的不合理の抜本的解決を。

三 医薬品供給政策

国民の生命と健康を最優先に。

四 医療ＤＸ

十分な準備期間と財政的・人的支援を。

Ｏ Ｕ Ｒ Ｒ Ｅ Ｑ Ｕ Ｅ Ｓ Ｔ

本決議案に、何卒ご賛同賜りますようお願い申し上げます。
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